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オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
百
接
的
生
産
労
働
者

第
九
十
四
巻

O 

主E
四

第
二
号

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
直
接
的
生
産
労
働
者

目

次

一
オ
ベ

ν
l
タ
ー
の
骨
働
内
容

二
オ
ベ

ν
l
タ
の
適
性

三
熟
練
工
の
解
体

四
知
能
工
の
技
術
教
官
同

オ
ー
ト
メ

l
シ
ョ
シ
化
し
た
工
場
に
就
業
し
て
い
ト
る
労
働
者
は
、
直
接

的
生
産
労
働
者
と
間
接
的
生
産
労
働
者
の
、
二
つ
の
労
働
者
群
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
も
っ
ぱ
ら
前
者
を
取
扱
い
、
間
接
的
生
産
労

働
者
の
考
察
は
、
別
稿
に
ゆ
づ
る
こ
ん
に
す
る
。
い
う
と
こ
ろ
の
直
接
的

生
産
労
働
者
1
h
は
、
自
動
設
備
の
オ
ベ
レ
タ
〔
。
司

2
E
O竺
骨
円
出
。

品
目
ロ
ロ
ロ
官
自
m
Z
P
己

2
目
。
品
目
ロ
ロ
ロ
宮
℃
OHmロ
ロ
巴
)
一
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
し
。

オ
ベ

V
I
タ
ー
の
労
働
内
容

オ
ペ
レ
ー
タ
の
労
働
は
制
御
と
伝
達
令
。
ロ
オ
己

g
a
g目
自
己

E
l

m 
r口i

男

節

。
E
Eロ』同。ロ耳仲可同
E。己-=-官。ロロ【白凶同。目百ロロ
E戸-宵貯例烈M

カ

ル

オ

i
ト
メ

1
シ
ヨ
ン
に
お
い
て
は
自
動
設
備
の
運
転
、
調
節
、
付

添
、
監
視
、
連
絡
な
ど
で
あ
り
、
プ
ロ
セ
ス
オ
l
ト
メ

1
シ
ヨ
ン
に
お

い
て
は
自
動
装
置
や
計
山
棒
市
の
調
整
、
監
視
、
計
測
、
記
録
、
報
告
な
ど
で

あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
機
械
設
備
の
点
検
と
見
廻
り
が
必
要
だ
。

-
労
働
の
実
態

こ
こ
で
は
、
主
ず
メ
カ
ニ
カ
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
自
動
車
工

業
を
、
つ
い
で
プ
ロ
セ
ス
オ

l
ト
メ

l
V
宝
ン
か
ら
石
油
化
学
と
精
油

工
業
壱
抽
出
し
、
さ
ら
に
一
般
的
な
総
括
と
し
て
制
御
室
に
お
け
る
遠
隔

制
御
労
働
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
思
う
。

]
 
A

自
動
車
工
業
こ
の
部
門
で
オ
l
ト
メ
l
シ
三
ン
化
の
も
っ
と
も

[
 

進
ん
で
い
る
の
は
、
シ
リ
ン
ダ
ー
プ
ロ
y

ク
加
工
の
ト
ヲ

γ
ス
フ
ァ

I
マ

シ
ン
で
あ
ろ
う
。

V

8

エ
ン
ジ

γ
の
場
合
、
ト
ラ
Y

ス
フ
ァ

1
マ
シ
ン

は
「
全
長
三
五

O
一
フ
ィ
ー
ト
(
約
一

O
七
メ
ー
ト
ル
)
で
五
五
五
の
作
業

を
行
な
う
。
こ
の
機
械
は
三
人
の
チ
l
ム
で
操
作
さ
れ
る
。
一
人
は
直
接



操
作
員
で
あ
り
、
他
の
二
人
は
工
具
調
整
員
で
あ
る
。
こ
庁
機
械
は
五
つ

の
セ
ク
V

ョ
y
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
各
セ
グ
シ
ョ
ン
は
工
具
を
交

換
し
た
り
、
小
侮
抽
出
を
施
と
し
た
り
す
る
場
合
、
機
械
全
体
を
完
全
に
止
め
。〔註〕

な
く
て
も
、
そ
こ
だ
け
運
転
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
」

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
マ
シ
ン
に
と
っ
て
の
大
問
題
は
、
工
具
交
換
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
工
具
は
定
期
的
に
交
換
さ
れ
な
け
れ
ば
北
ら
な
い
。
「
機

械
の
各
士
具
ご
と
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
工
具
計
と
称
す
る
小
さ
な
計
器

が
あ
る
。
士
具
計
は
工
具
が
F
行
な
う
作
業
の
回
数
ぞ
か
ぞ
え
る
u

工
具
に

割
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
予
定
回
数
の
作
業
が
終
る
と
、
工
具
計
は
ゼ
ロ
点

を
指
示
し
て
機
械
の
該
当
セ
ク
シ
ョ
ン
の
運
転
を
停
止
さ
せ
る
u

工
具
調

整
員
は
そ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
駆
け
つ
け
て
工
具
を
交
換
す
る
。
そ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
の
運
転
が
止
ま
る
と
、
工
作
物
は
止
ま
っ
た
セ
ク
シ

=γ
の
手
前

で
せ
き
止
め
ら
れ
、
停
止
し
た
セ
ク
シ
ョ
シ

C
す
で
に
加
工
さ
れ
た
部
品

は
次
の
セ
グ
シ
ョ

γ
へ
送
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
一
つ
の
工
具
が
交
換
さ
れ

る
聞
で
も
機
械
全
体
を
止
め
な
い
で
、
し
ば
ら
く
は
生
産
を
つ
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
工
具
調
整
員
は
工
具
を
交
換
し
終
え
る
と
、
工

具
計
を
出
発
点
に
も
ど
す
。
す
る
と
、
そ
の
セ
ク
シ

a
y
は
再
び
作
業
を

始
め
る
。
」

W
・F
・
ル
1
サ

l
は
フ
ォ
ー
ド
・
エ
ン
ジ
ン
工
場
の
実
態
を
つ

ぎ
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
「
あ
な
た
が
フ
ォ
ー
ド
・
エ
ン
ジ
ン
工
場
壱

見
て
ま
わ
る
場
合
、
従
業
員
の
姿
を
早
出
す
の
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

彼
ら
は
赤
・
青
黄
の
電
灯
の
並
ん
だ
大
き
な
制
御
盤
の
後
方
に
隠
れ
て
い

る
。
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
の
電
灯
を
注
視
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
腰
か
け
て
い

オ
ー
ト
メ
I
ツョ
γ
と
直
接
的
生
産
労
働
者

4
G
。
す
べ
て
の
工
程
上
の
あ
ら
ゆ
る
工
具
が
、
青
・
責
・
赤
の
電
灯
壱
備

え
て
い
る
が
、
青
い
電
灯
の
全
部
が
つ
い
て
い
る
場
合
、
こ
れ
は
各
加
エ

部
署
の
す
べ
て
の
工
具
が
基
準
ど
お
り
に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
工
具
三
八
番
の
黄
色
灯
が
点
灯
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
工

具
が
作
業
を
続
け
て
い
て
も
、
摩
耗
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

ま
た
こ
れ
は
制
御
盤
の
前
に
す
わ
っ
て
、
こ
れ
を
注
視
し
て
い
る
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
に
、
三
八
番
の
工
具
を
取
り
替
え
る
よ
う
に
指
示
す
る
警
告
信
号

で
も
あ
る
。
そ
こ
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
制
御
盤
の
位
置
で
行
動
の
準
備
に

か
か
り
、
制
御
盤
に
赤
い
電
灯
が
つ
い
た
と
き
、
機
械
が
自
動
的
に
止
る

と
、
彼
は
歩
い
て
い
っ
て
摩
耗
し
た
工
具
の
代
り
に
新
し
い
工
具
壱
つ
け

る
。
す
る
と
、
自
動
的
に
青
い
電
灯
が
と
も
っ
て
機
械
は
動
き
出
す
。
L

〔
註
川
事
考
ま
で
に
六
気
筒
エ
ン
ジ
ン
プ
μ

ツ
ク
の
生
量
工
程
(
フ
ォ
ー
ド
会

社
、
オ
ハ
イ
オ
州
タ
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
エ
ン
ジ
ン
工
場
の
場
合
〉
を
見
ょ
う
。

「
こ
の
工
場
で
は
六
気
筒
の
プ
ロ
ッ
タ
を
仕
上
げ
る
た
め
の
工
程
は
、
一
五
四

究
フ
ィ
ー
ト
(
約
四
七
一
メ
ー
ト
ル
)
の
長
さ
が
あ
る
。
四
一
一
の
ト
ラ
γ
ス
フ

7
1
マ
シ
ゾ
を
つ
な
い
で
一
系
列
に
な
っ
C
い
る
こ
の
工
程
は
、
粗
型
鋳
鉄
を

組
み
立
て
用
に
す
く
つ
か
え
る
完
成
品
に
か
え
る
た
め
に
五
=
二
の
作
業
を
全

部
完
全
位
自
動
的
k
や
る
。
」
(
陸
井
=
一
郎
嗣
訳
「
オ
l
ト
メ
l
ショ

ν
の
経
済

学
」
一
ハ
頁
)
ロ
「
ク
リ
ー
グ
ラ
ジ
ド
新
工
場
で
は
、

z
ン
ジ
ン
プ
ロ
ッ
ク
の

加
工
は
、
二
六
種
の
機
械
が
一
つ
に
連
絡
さ
れ
て
お
り
、
鋳
造
し
た
ま
ま
り
エ

ソ
ジ
ソ
プ
ロ
ッ
ク
を
送
る
と
、
す
ベ
て
自
動
的
に
ホ
1
ニ
ン
グ
加
工
、
プ
ロ

チ
加
工
、
。
ト
リ
ル
加
工
さ
れ
、
組
立
て
る
ば
か
り
に
伝
る
。
一

(
W

ポ
リ
ス

第
九
十
四
巻

第

号

五
主



オ
ト
メ
1
シ
ョ
Y

と
直
接
的
生
産
労
働
者

著
「
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ソ
コ
リ
J
T
ロ
ー
ル
」
一
九
五
八
年
、
邦
訳
=
四
七
J
三

四
八
且
)
。
タ
リ
l
ヴ
ヲ
γ
ド
の
第
一
エ
ン
ジ
ソ
工
場
で
は
、
一
先
代
当
り
約

六
O
名
の
骨
働
者
が
働
い
て
お
り
、
そ
れ
が
一
一
一
の
仕
事
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

白
翫
装
置
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
前
半
数
で
あ
り
、
エ
ソ
ジ
γ
ブ
ロ
ッ
ク
の
操

作
約
六
名
、
機
械
の
侭
守
約
六
名
で
あ
る
。
そ
し
て
残
り
の
者
で
、
ラ
イ
ン
上

の
エ

γ
ジ
ソ
プ
ロ
ッ
ク
の
簡
単
な
組
立
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

己
れ
に
加
え
て
工
場
全
体
の
壬
備
人
員
の
中
か
ら
こ
の
ラ
イ
ン
仁
、
保
守
要
員

約
五
名
、
検
査
孫
一
玉
名
が
割
当
て
ら
れ
て
い
る
。

V

8

プ
ロ
ッ
ク
ラ
イ
ン

の
状
態
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
(
小
林
勇
編
訳
「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

1r労
働

運
動
」
七
回
頁
参
照
〕
。

〕市
石
油
化
学
と
精
油
工
場
こ
の
部
門
で
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

が
も
っ
と
も
進
ん
で
お
り
完
全
オ

l
ト
メ

l
ジ
ョ
ン
工
場
が
出
現
し
て
い

マ
@
cま

ず
下
の
表
は
、

G
石
油
化
学
工
場
製
造
却
の
就
業
者
構
成
壱
示
す
。

こ
の
工
場
の
基
幹
は
製
造
部
第
一
謀
エ
チ
レ
ン
・
プ
ラ
Y
ト
で
あ
る
。
こ

の
プ
ラ
ン
ト
の
就
業
者
総
数
は
三
四
名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
労
務
員
が
二

八
名
で
あ
る
。
い
ま
労
務
員
の
構
成
を
み
る
と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー

ム
作
業
員
八
名
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
・
ハ
ウ
λ
作
業
員
八
名
、
高
温
精
溜

作
業
員
八
名
、
低
温
精
溜
作
業
員
四
名
か
ら
な
る
。
作
業
は
四
組
一
三
交
代

制
で
あ
る
か
ら
、
技
術
者
を
含
め
て
一
夫
代
の
就
業
人
員
は
係
員
一
名
、
コ

y
ト
ロ
ー
ル
・
ル

I
ム
二
名
、
コ
ン
プ
レ
ヲ
サ
l
・
バ
ウ
ス
二
名
、
高
温
精

溜
二
名
、
低
温
精
溜
一
名
な
ど
計
入
名
で
あ
る
。
こ
の
人
員
で
約
二

O
億

第
九
十
四
巻

第
三
号

五
六

ニ í~ は
O の大
億作体
円業三
の人 O
プ員名
ヲ d土か
ン四ら
ト名三
をか五
動ら名
か七で
し名あ
てでる
い品。

るりし
わ、た
けこカf
でのつ
あハ人て
ると員名
。すでプ
つ]ーヲ

ぎ 0'-'
に億ト就とをプスずなプフ八シンり第のい転ン円
、円の菜、のラテジどラタ謀トユェ二課るさトの
精か一人そぞ Y ム・の Y ノレテ、プチ課で。れがプ
油ら交員の〈トのシパト酸 ν第ラレポも他て連ヲ、

G石油化学工場製造部の就業者構成

1部長技l課長術1係長!者係員 I労務員 I総計

製造部 部代長1 3 
理 2

" 1諜 I l 4 28 34 

" 2 1 2 10 103 116 

" 3 1 1 5 22 29 

" 4 1 3 16 20 

" 5 1 1 4 29 35 

" 6 1 1 4 16 22 
H 8 1 1 4 44 

" 技術課 3 11 30 44 

製造部合計! 65 I 288 I 353 

(1959年7月l日現在〕

松島静雄著「労務管理の日本的特質と変遷J1962年.p.280 



工
場
に
お
け
る
オ
へ
レ
l
b
p
!
の
制
御
労
働
の
知
能
に
関
す
る
報
告
を
紹

介
し
よ
う
。
「
私
が
初
め
て
あ
る
精
油
所
で
若
手
技
師
と
し
て
働
き
は
じ

め
た
当
時
、
あ
る
日
の
で
き
ご
と
を
思
い
起
こ
そ
-
っ
。
私
に
と
っ
て
は

じ
め
て
の
仕
事
は
あ
る
分
解
装
置
の
テ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
テ
ス
ト
の
目
的

は
、
こ
の
分
解
装
置
の
最
大
日
産
容
量
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
最
終

的
に
は
、
こ
の
テ
ス
ト
で
設
計
容
量
の
ざ
っ
と
四

O
%を
上
回
わ
る
日
産

容
量
を
実
現
で
き
た
。
テ
ス
ト
の
日
の
朝
、
現
場
で
は
、
い
わ
ゆ
る
分

解
装
置
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
問
題
の
そ
の
人
は
、
四
人
の
部
下
を
も

っ
T
ベ
レ

I
タ
ー
で
あ
り
、
そ
の
奨
告
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
制
御
パ

ネ
ル
の
と
こ
ろ
で
弁
類
な
ど
の
調
整
位
置
に
変
化
を
与
え
な
が
ら
、
徐
々

に
装
置
の
運
転
を
は
じ
め
た
白
彼
は
そ
の
日
の
午
後
三
時
に
な
っ
て
下
番

し
た
。
つ
い
で
上
番
し
た
新
し
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
こ
の
工
場
で
働
く

T
ベ
レ
l
タ
ー
の
な
か

T
も
最
古
参
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
は
そ
の
時
す
で
に
、
日
産
一
万
五
0
0
0バ
ー
レ
ル
か
ら
一
万
八
五

0
0バ
ー
レ
ル
ま
で
に
あ
げ
て
い
た
。
ぞ
れ
を
見
て
彼
は
『
ゃ
あ
、
と
れ

は
も
っ
と
あ
げ
ら
れ
る
。
』
と
い
っ
て
、
日
産
二
万
二
一

C
O
Cバ
ー
レ
ル

ま
で
高
め
、
さ
ら
に
約
三

O
分
ほ
ど
経
っ
と
二
万
三
五

0
υ
バ
ー
レ
ル
ま

で
高
め
て
『
ま
あ
、
こ
の
辺
ぐ
ら
い
ま
で
だ
ね
』
と
い
っ
た
。
私
は
い
ま

で
も
そ
の
オ
司
レ
l
タ
!
の
知
能
(
E
z
-
-
M
m
o
p
n
与
を
非
常
に
尊
敬
し

て
い
る
。
彼
は
こ
の
航
空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
の
日
産
一
万
五

0
0
υ
バ
ー
レ

ル
一
で
設
計
さ
れ
た
フ
ァ
ン
ト
を
、
ダ
イ
ヤ
ル
(
目
鼠
盤
〕
上
の
調
整
位
置

の
変
化
だ
け
を
制
御
し
て
、
短
時
間
に

H
産
二
万
三
五

O
Oバ
ー
レ
ル
と

オ
ー
ト
メ
ー
ジ
ョ
ソ
と
直
接
的
生
産
労
働
者

め
〔
註
Z
〕

い
う
容
量
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
」

〔
註
1
〕
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
盟
労
働
者
一
人
当
り
の
投
資
額
向
。
プ
ラ
ガ

ン
に
よ
れ
ば
化
年
工
業
で
は
一
九
五
四
年
の
平
均
額
竺
一
万
六
六
六
五
ド
ル
で

あ
り
、
な
か
で
も
自
動
化
の
程
度
の
高
い
ア
ゾ
モ
ニ
ア
製
造
工
業
は
推
定
四
万

二
五
0
0ド
ル
で
あ
っ
た
ロ

T

J

・
ウ
オ
ル
シ
ュ
に
よ
れ
ば
石
油
工
業
で
は

一
九
豆
四
年
の
干
均
額
は
一
一
万
九
0
0
0ド
ル
で
あ
り
、
一
九
五
主
年
の
新
設

工
場
で
は
約
四
万
三
一
0
0
0ド
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
五
一
年
庄
の
統
計

に
よ
れ
ば
化
学
工
業
で
は
石
油
佳
子
、
石
炭
化
学
を
含
め
て
平
均
額
四
万

O
四

0
0ド
ル
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
自
劃
車
工
業
で
ほ
約
一
万
一

0
0
0ド
ル

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
極
端
な
倒
と
し
て
、
ダ
ウ
ケ
ミ
カ
ル
社
マ
ジ
ソ
ン
士
場

で
は
、
総
投
資
額
は
目
、

0
0
0万
ド
ル
で
あ
り
、
生
産
蚕
員
四
0
0名
で
あ

る
か
ら
一
人
当
り
投
資
額
は
一

O
万
0
0
0
0ド
ル
に
達
す
る
こ
と
と
な
る

(
旦
〉

t
E
E
E
E
P
ω
ロ
島
↓
R
V回
。
官
民
自
巴

m
Eロ同
P
巴

E
・
沼
田

N
I
H
g・
u
-
A
E
G
I町叶
M
匂
ゆ
宮
邦
諒
二
五
四
頁
、
=
七
一
、
土
一
七
二
頁
、

=
八
一
頁
参
照
)
。

〔
註
2
〕
精
油
所
の
一
日
当
り
の
精
製
能
力
。
一
九
五
四
年
の
、
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
精
油
所
一
個
所
当
り
の
平
均
蛙
担
能
力
は
日
産
一
一
万
五
二
六
λ
バ
ー
レ
ル

で
あ
っ
た
。
ま
た
「
一
九
五
四
年
に
は
七
個
所
の
精
油
所
が
新
設
中
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
平
均
計
画
精
製
能
力
は
日
産
五
万
人
0
0
0バ
ー
レ
ル
で
あ
っ
た
ロ
」
(
且
・

〉

E
o自
民
5
ロ
目
己

4
R
V
E
O
E
m
H
E
-
n
Eロ同
P
E
E
-
u
E
p
u

h
u
邦
訳
二
六
八
1
三
六
九
頁
)
。
日
本
で
は
最
大
の
石
抽
化
芋
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
で
あ
る
四
日
市
の
、
昭
和
四
日
市
製
油
所
(
一
九
五
七
年
設
立
)
は
、
日
産

六万

0
0
0
0バ
ー
レ
ル
の
原
油
議
溜
装
置
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば

第
九
十
四
番

第
二
号

五
七



オ
ー
ト
メ
l
ツ
ョ
ソ
と
直
接
的
生
産
骨
働
者

国
際
水
準
に
達
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
(
四
日
市
製
油
所
会
社
賞
業
招

介
二
頁
事
照
Y

C

遠
隔
制
御
令
。
自
己

O
B
E
S
-
-
H
J
B
E
E
S
-
-
o
)
伝
達
技
術

の
進
歩
、
と
く
に
波
動
信
号
法
の
発
達
は
、
以
前
に
は
多
数
の
場
所
に
分

散
し
て
い
た
制
御
設
備
そ
制
御
室
に
集
中
し
て
、
ま
る
で
自
動
電
話
交
換

室
の
よ
う
な
制
御
機
構
を
導
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
は
、
信
号
や
計
器
に
注
意
し
て
生
産
物
を
仕
様
書
の
通
り
に
維
持

し
、
撹
乱
を
防
ぎ
、
制
御
が
必
要
な
と
き
に
は
調
節
す
る
。
ま
た
制
御
装

置
の
運
動
や
指
示
器
ゃ
計
測
器
の
測
定
結
果
を
解
読
し
、
撹
乱
ゃ
条
件
の

変
化
を
記
録
す
る
。
さ
ら
に
諸
部
門
聞
の
操
作
壱
調
整
す
る
た
め
に
、
必

要
な
場
合
に
は
情
報
を
口
頭
で
、
同
僚
や
管
理
者
に
伝
達
す
る
の
で
あ
お
。

と
く
に
偶
燃
的
な
出
来
事
を
処
理
す
る
場
合
、
遠
隔
制
御
機
構
で
は
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
活
動
範
囲
は
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
電
灯
や

計
器
な
〆
の
指
示
器
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
実
際
的
情
況
に
関
す
る
情
報

の
総
体
は
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
制
御
の
意
思
決
定
を
す
る

と
き
に
は
狭
隆
な
符
動
撰
訳
範
囲
の
中
か
ら
一
つ
の
行
動
壱
撰
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
複
雑
な
事
態
に
対
処
す
る
場
合

は
、
遠
隔
制
御
設
備
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
情
報
よ
り
も
複
雑
な
情
報
が

必
要
と
在
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
電
話
を
使
肘
す
る
の

で
あ
h
o
遠
隔
制
御
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
は
、
主
と
し
て
中
枢
神
経

や
制
御
技
能
の
訓
練
で
は
な
く
て
、
オ
へ
レ
l
タ
l
相
互
間
や
外
部
の
状

況
や
急
速
な
決
定
な
ど
に
関
連
す
る
指
示
器
の
表
現
を
解
釈
す
る
能
力
が

第
九
十
四
巻

国

五
/¥ 

第
三
号

要
求
さ
れ
る
。
具
体
的
な
行
動
に
際
し
て
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
意
思
決
定

は
、
そ
れ
が
も
し
制
御
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
際
的
な
知
識
や
理
解
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
固
定
し
た
法
則
に
従
い
な
が
ら
も
、
そ
の

解
釈
能
力
に
お
け
る
融
通
性
を
発
揮
す
る
で
あ
ろ
う
。
制
御
員
は
こ
の
よ

う
な
接
近
方
法
を
採
用
し
て
情
況
に
対
処
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

制
御
室
の
経
験
か
ら
設
備
が
ど
の
よ
う
に
作
動
し
て
い
る
か
の
知
的
映
像

を
あ
ら
か
じ
め
獲
得
し
て
築
き
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
円
。

プ
ロ
セ
ス
制
御
で
は
作
業
は
と
く
に
困
難
で
あ
る
。
ま
ず
、
制
御
変
数
日
日

相
互
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、
撹
乱
や
変
更
の
際
k
制
御
装
置
の
安
定
を

回
復
す
る
に
は
、
相
対
的
に
長
い
時
聞
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
重
要
な
変

化
は
器
械
に
よ
る
よ
り
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
評
価
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
非
常
に
離
れ
た
地
点
か
ら
計
器
を
判
読
し
照
合
し
な
が
ら
、

あ
る
状
態
か
ら
他
の
状
態
へ
移
行
す
る
聞
は
そ
れ
壱
記
憶
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
自
分
の
行
動
結
果
に
つ
い
て

は
、
不
完
全
な
知
識
し
か
得
ら
れ
な
い
か
ま
た
は
後
で
な
い
と
得
ら
れ
な

い
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
化
学
的
反
応
な
ど
は
可
視
的
に
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
か
、
常
識
的
な
仮
定
と
相
反
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
複
雑

uu円註〕

す
ぎ
て
記
憶
で
き
な
い
と
か
の
場
合
が
、
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
労
働
の
実
態
を
手
が
か
り
と
し
て
、
つ
ぎ
に
労
働
内
容
の
特
色

壱
検
討
し
よ
う
と
お
も
う
。

〔
註
〕
プ
ロ
セ
ス
制
御
に
お
け
る
観
察
の
自
動
化
と
連
続
化
。
一
般
に
プ
ロ
セ
ス

オ
ー
ト
メ

l
t
γ
で
は
化
学
反
応
や
化
学
分
析
に
た
い
し
て
、
物
理
的
計
捌



技
術
炉
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
化
学
分
析
仕
多
少
と
も
長
時
間
を
必
要
と
す

る
し
、
そ
の
う
え
比
較
的
多
く
の
手
労
働
と
結
合
し
て
お
り
実
験
者
、
化
学
技

柵
者
、
と
き
に
は
化
学
者
な
ど
の
特
殊
教
育
を
受
け
た
人
を
必
要
と
す
る
。
こ

れ
に
た
い
し
て
多
く
の
物
坦
的
特
性
は
き
わ
め
て
迅
速
に
計
測
さ
れ
、
連
続
的

な
観
察
と
記
晶
に
適
合
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
先
に
、
と
く
に
遠
隔
制
御
で
は
、

化
学
的
分
析
を
物
理
的
分
析
方
法
に
よ
っ
て
取
り
代
え
よ
う
と
す
る
努
力
が
払

わ
れ
る
の
で
あ
る
(
〈
巴
可
包
M
-

回
目
。
げ
巴
-
n
r
o
E
E
n
v
o
F
a
g
Eロ
0
・

冨
君
、
印
同
居

I
E四
)
。

勢
働
の
特
色

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働
内
容
は
、
メ
カ
ニ
ゼ
l
シ
ョ
ン
の
労
働
と

は
質
的
に
異
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
色
は
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
頭
脳

労
働
的
性
格
と
管
理
労
働
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る

E
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
オ
ト
メ
l
シ
ョ
ン
で
は
従
来
の
知
能
壱
必
要
と
し
な
い
紋
切
り

型
の
労
働
は
い
ま
や
工
場
か
ら
一
掃
さ
れ
て
、
新
し
い
知
能
壱
身
に
一
ノ
け

た
質
的
に
高
級
な
労
働
者
に
設
備
の
運
営
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

A

頭
脳
労
働
的
性
格
自
動
制
御
装
置
は
け
っ
し
て
人
聞
の
頭
脳
に

と
っ
て
代
る
も
の
で
は
な
い
。
「
人
聞
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自

動
機
械
は
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
己
自
動
装
置
を
操
作
す
る
た
め

に
は
、
い
っ
そ
う
複
雑
な
人
聞
の
頭
脳
壱
必
要
と
す
る
。
さ
ぎ
の
精
油
工

場
の
例
は
そ
の
こ
と
壱
物
語
っ
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

オ
ト
メ
l
ジ
ョ
ン
で
は
、
し
と
く
に
化
学
反
応
や
化
学
分
析
に
対
し
て

物
理
的
計
測
技
術
が
応
用
さ
れ
、
観
察
の
自
動
化
と
連
続
化
が
お
こ
な
わ

E 

オ
ー
ト
メ
l
シ
ョ
ソ
と
直
接
的
生
産
労
働
者

れ
て
H
る
。
遠
隔
制
御
労
働
に
お
い
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
制
御
室
の
総

括
的
計
測
器
械
に
現
わ
れ
る
数
値
に
基
づ
き
、
電
気
的
、
空
気
的
、
水
圧
的

nuv 

方
法
に
よ
っ
て
生
産
工
程
壱
遠
隔
制
御
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
場
合
、

装
置
内
に
お
け
る
化
学
反
応
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
に
、
人
閣
の
五
感
に
よ

コ
て
は
認
識
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
こ
の
反
応
状
態
は
温
度
計
、
圧
力

訂
、
流
量
計
、
液
面
計
な
ど
の
計
測
詩
械
の
計
数
的
な
把
握
壱
媒
介
と
し

て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
こ
の
計
数
的
な
抽

象
的
認
識
テ
手
が
か
り
と
し
て
、
頭
の
中
に
具
体
的
な
生
産
過
程
の
体
系

を
つ
く
り
あ
げ
て
、
装
置
の
外
部
で
内
部
の
化
学
反
応
を
調
整
管
理
す
る

の
で
あ
る
可
「
作
業
員
は
忍
耐
強
〈
、
し
か
も
最
高
の
精
神
力
を
集
中
し

て
、
慎
重
な
る
注
意
を
怠
ら
ず
辛
棒
強
〈
、
手
を
下
さ
な
い
仕
事
に
従
事

し
て
い
る
の
で
あ
る
ロ
す
な
わ
ち
形
の
上
で
は
、
静
的
で
、
し
か
も
内
容

〈

時

》

的
に
は
激
し
い
仕
事
を
す
る
の
で
あ
る
己
な
る
ほ
ど
、
メ
カ
ニ
ゼ
l
シ

a
y
に
お
い
て
も
、
筋
肉
的
緊
張
に
く
ら
べ
て
精
神
的
緊
張
が
増
大
す
る

傾
向
は
あ
る
が
、
労
働
内
容
は
単
純
化
さ
れ
、
け
っ
し
て
頭
脳
労
働
化
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
オ
ー
ト
メ

I
シ
ョ

y
労
働
に
あ
っ
て
は
、

精
神
的
緊
張
は
同
時
に
相
当
高
い
水
準
の
知
的
技
術
内
容
を
必
要
と
す
る

の
で
あ
る
。
そ
の
特
殊
的
制
御
技
能
官

4
0
E
P
2ロ
可
♀
島
巳
)

は
お
お
よ
ぞ
次
の
よ
う
な
構
成
部
分
か
ら
成
立
つ
。

ω感
覚
す
る
こ
と

(
u
n
p
E
高
)
。
騒
音
、
臭
気
、
外
観
な
と
に
よ
る
徴
候
の
探
知
能
力
。

ω

知
覚
す
る
こ
と

Q
2
2
2
5色
。
徴
候
や
計
器
を
判
読
し
て
、
解
釈
し
推

論
す
る
能
力
。

ω予
測
す
る
と
と

(
R
E
M
-
Eロ
)
。
制
御
が
放
置
さ
れ
て

第
九
十
四
巻

五

第
二
号

五
プL



ず

l
トメ
1
シ
ヨ
リ
ノ
と
直
接
的
生
産
労
働
者

い
る
な
ら
ば
所
与
の
情
況
の
下
で
何
が
起
る
か
壱
予
知
す
る
能
力
。
例
制

御
へ
の
精
通
(
富
田
E
m民
ユ
司
当

=y仲町
内

2
巳
E-ω)。
プ
ロ
セ
ス
に
影

響
す
る
に
は
ど
ん
な
手
段
が
使
用
で
き
る
か
を
知
あ
能
力

uω
決
定
す
る

こ
k
宇
2
5
5ロ
)
。
所
与
の
条
件
で
最
も
好
都
合
な
結
果
壱
達
成
し
て
不

都
合
な
発
展
壱
回
避
す
る
よ
う
な
制
御
行
動
を
撰
視
す
る
能
力
。
こ
の

意
思
決
定
会
2
5
2
E
P
E
a〕
は
制
御
技
能
の
主
要
な
成
分
、
主
要

な
特
徴
で
あ
る
の
さ
ら
に
、
遠
隔
制
御
で
重
要
と
な
る
情
報
処
理
技
能

。
且
日
E
E
Eロ
E

E
ロロ∞

ω
E
5
は
、
電
信
略
号
の
情
報
を
す
ば
や
く

評
価
し
て
、
人
為
的
ジ
ス
テ
ム
の
内
部
で
規
定
さ
れ
た
二
者
択
一
的
な
行

動
の
撰
択
を
決
定
す
る
こ
v
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
重
点

的
警
戒
、
資
料
解
釈
、
意
思
決
定
、
短
期
的
記
憶
な
ど
の
諸
能
力
号
含
む

も
の
で
あ
泊
中
要
す
る
に
、
ォ
ベ
レ
タ
ー
の
労
働
は
表
面
的
に
は
単
純

労
働
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
内
面
的
に
は
複
雑
労
哨
マ
あ
り
、
き
わ

め
て
質
の
高
い
頭
脳
労
働
で
し
か
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

〕B

管
理
労
働
的
性
格
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
監
視
労
働
、
制
御
労
働
は
、

同
時
に
自
動
設
備
と
製
品
質
量
の
管
理
労
働
で
も
あ
る
。
自
動
設
備
は
全

体
と
し
て
相
互
に
有
機
的
仁
関
連
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
故
障
や
事
故
に

よ
っ
て
一
部
の
機
能
が
停
止
す
る
と
、
そ
れ
は
た
ち
ま
ち
全
系
列
に
波
及

す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
製
品
の
側
面
か
ら
い
っ
て
も
、
オ
ー
ト
メ

l
シ
z

y
設
備
は
一
般
に
弾
力
性
と
融
通
性
を
欠
如
し
て
お
り
、
許
容
誤
差
が
き

わ
め
て
少
な
い
た
め
に
、
僅
か
な
見
損
じ
ゃ
処
理
の
誤
り
で
も
、
数
量
や

品
質
に
与
え
る
影
響
は
甚
だ
し
く
大
き
い
の
で
あ
る
。
こ
の
オ
ペ
レ
ー
タ

第
九
十
四
巻

第
二
号

ノ、

プて
O 

ー
の
監
視
、
制
御
労
働
は
、
主
さ
に
内
容
的
に
も
形
式
的
に
も
、
自
動
設

備
と
製
品
質
量
の
、
い
わ
ば
管
理
労
働
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
管
理
労

働
の
逮
行
で
は
、
お
お
よ
そ
次
の
諸
条
件
が
評
価
の
落
準
と
し
て
要
求
さ

れ
る
で
あ
号
っ
。
第
一
に
調
節
と
安
定
、
す
な
わ
ち
過
程
の
進
行
を
で
き

る
だ
け
与
え
ら
れ
に
条
件
に
近
づ
け
る
よ
う
に
維
持
す
る
こ
と
。
第
二
に

最
適
性
、
す
な
わ
ち
基
準
に
従
っ
て
最
少
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
で
も
っ

て
最
大
の
産
出
量
と
最
高
の
品
質
を
確
保
す
る
よ
う
に
過
程
を
調
整
す
る

こ
と
。
第
一
ニ
に
生
産
転
換
、
す
な
わ
ち
あ
る
生
産
物
か
ら
他
の
生
産
物
へ

と
変
化
す
る
場
合
は
迅
速
に
経
済
的
に
行
な
う
こ
と
。
第
四
に
、
で
き
る

だ
け
故
障
壱
回
避
す
る
こ
と
。
第
五
に
損
失
の
最
少
化
、
す
な
わ
ち
も
し

故
障
が
起
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
急
に
正
常
な
運
転
争
回
復
し
て
材
料
の

《

m
m
v

損
失
や
煩
害
の
危
険
を
最
少
限
に
と
ど
め
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
こ
の
よ
う
な
管
理
労
働
は
抽
象
作
用
を
基
調
と
す
る
行
動
で
あ
る
が
、

な
か
で
も
計
測
や
記
録
な
ど
の
業
務
は
事
務
労
働
に
さ
え
近
く
な
る
の
で

あ
る
。ω

み
邑
事
暗
号
室
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論
文
六
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頁
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帥
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円

司

n
s
B
E
E
-
吾
4
・
MM・
早

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
適
性

オ
ー
ト
メ
l
シ
三
ン
の
労
働
内
容
は
労
働
者
に
対
し
て
、
メ
カ
ニ
ゼ
ー

シ
z
y
と
は
異
る
全
く
新
し
い
適
性
と
資
質
壱
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
は
今
日
で
は
ま
だ
初
期
の
段
階
に
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
の
で
晶
る
が
町
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
適
性
と
資
質
は
、
お
お
よ
そ
つ
ぎ

の
よ
う
な
種
々
の
社
会
的
技
能
と
知
的
技
能
を
必
要
と
す
る
。

1

主
導
性
と
創
意
性

(
E
t
m是
正
ヨ

2
M
m
5
4
H
q
-
O口問
E
E
E
3

さ
き
に
見
た
よ
う
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
制
御
労
働
で
は
、
意
思
決
定
と
情

報
処
理
が
労
働
技
能
の
主
要
な
成
分
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は
、
、
こ
の
意
思
決
定
に
お
い
て
、
生
産
の
客
観
的
過
程
に
対
し
一
定

の
主
導
性
を
発
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
意
思
決
定
を
「

る
た
め
の
情
報
処
理
で
は
、
当
燃
に
創
意
性
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
n

メ
カ
エ
ゼ

I
シ
2

Y
で
は
、
労
働
者
は
機
械
の
運
動
に
従
属
し
て
反
復
的

な
労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
そ

れ
と
全
く
反
対
に
主
導
性
と
創
意
性
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
資

質
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
労
働
内
容
の
全
体
壱
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
特
徴
で
あ

る
。
た
と
え
ば
自
動
車
工
業
で
は
、
ト
ヲ
γ
ス
7

7

1
労
働
者
は
活
動
範

囲
が
拡
太
す
る
と
と
も
に
、
合
理
化
段
階
の
単
能
工
の
内
面
的
露
関
心
性

と
は
反
対
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
新
し
い
主
噂
性
を
芽
生
え
さ
せ
て
、
事

第
九
十
四
巻

七

第
一
一
号

〆、



オ
ー
ト
メ
i
ショ

γ
と
直
接
的
生
産
労
働
者

実
に
対
す

Z
関
心
を
高
め
5
よ
う
に
な
引
@
ま
た
化
学
工
業
で
は
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
計
捌
技
術
的
非

aの
導
入
と
と
も
に
、
計
測
棒
械
の
観
察
結

果
に
対
し
て
正
確
仁
反
応
す
る
た
め
に
、
高
度
の
連
関
把
握
能
力
と
、
最

高
度
の
確
実
性
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ホ
ベ
レ
ー
タ
[
の
適
性
が

主
導
性
と
創
意
性
に
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
意
味
内
容
は
き
わ
め
て
多

面
的
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
単
純
に
解
釈
し
狭
義
に
理
解
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
品
る
。
オ
ー
ト
メ
l
シ

z
y
労
働
の
適
性
に
関
す
る
次
の

よ
う
主
叙
述
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

A

ま
ず
オ
ー
ト
メ
l
ジ
翠
ン
労
働
に
共
通
の
傾
向
壱
み
る
と
、
つ
ぎ

の
よ
う
で
あ
る
。
労
働
の
重
点
は
手
先
の
熟
練
か

ι、
工
場
や
機
械
k
関

す
る
知
識
の
運
用
、
情
報
を
受
け
入
れ
そ
れ
ぞ
組
合
わ
せ
解
釈
し
て
行
動

に
移
す
能
力
の
要
請
へ
と
移
行
し
て
き
た
。
ま
た
グ
ロ
ス
マ
ン
の
調
査
で

は
意
思
決
定
の
役
割
、
責
任
を
と
る
役
割
、
進
行
中
の
こ
と
と
そ
れ
に
つ

い
て
な
す
べ
き
こ
と
を
直
観
的
に
知
る
役
割
、
も
の
ご
と
を
解
釈
し
相
互

に
関
連
づ
け
る
能
力
な
ど
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
丸
。
さ
ら
に

精
油
所
の
技
術
革
新
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
昔
働
省
の
調
査
報
告
で
は
、
個

人
の
記
憶
能
力
、
集
中
能
力
、
監
察
能
力
、
指
令
に
あ
わ
せ
る
能
力
な
ど

の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
主
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
の
場
合
「
彼
ら
の
特
色
は
、
す
ば
や
い
理
解
力
と
知

識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
た
い
て
い
の
時
間
ほ
と
ん
ど
な
ん
に
も

L
て
い
な
い
が
、
た
え
ず
注
意
し
て
お
り
、
行
動
が
必
要
な
と
き
は
、
す

第
九
ナ
四
者

ば
や
く
処
置
す
る
。
」
「
コ
ン
ト
R
!
ル
の
ポ
ス
ト
に
あ
る
個
人
は
、
高
度

に
自
分
だ
け
に
頼
っ
て
い
る
。
彼
は
あ
た
え
ら
れ
た
状
況
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

オ
!
ト
メ
1
シ

z

ン
の
機
構
で
は
、
事
故
の
場
合
に
彼
の
代
り
に
勤
め
る

こ
と
の
で
き
る
代
理
者
を
お
〈
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
九
c

」

B

オ
l
ト
メ

i
シ
宮
ン
労
働
者
の
選
抜
の
基
準
は
、
一
体
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
ォ
!
ト
メ

I
ジ
ョ
ゾ
化
さ
れ
た
生
産
の
監
視
要

員
に
要
求
さ
れ
る
資
質
は
、
か
つ
て
労
働
者
選
抜
に
用
い
ら
れ
た
古
い
基

準
で
も
っ
て
測
る
己
と
は
全
然
で
き
な
い
。
す
で
に
、
技
術
進
歩
の
発
展

に
と
も
な
っ
て
、
勤
労
者
の
採
用
は
、
特
殊
な
仕
事
を
の
ぞ
き
、
も
は
や

体
力
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
な
い
u

経
営
者
側
は
器
用
、
敏
速
、
巧
妙
、

能
動
性
と
い
う
資
質
を
、
い
主
ま
で
よ
り
も
は
る
か
に
重
ん
ず
る
。
オ
ー

ト
メ
l
シ

z
y
化
さ
れ
た
ラ
イ
ン
の
監
視
は
、
さ
ま
戸
ま
な
資
質
ぞ
必
要

と
す
る
。
す
な
わ
ち
持
続
的
立
注
意
力
、
高
度
の
観
察
力
、
特
別
の
感
覚

中
枢
の
鋭
敏
性
、
つ
よ
い
責
任
感
で
あ
る
。
職
務
適
性
と
い
う
考
え
方
が
、

専
門
的
熟
練
と
い
う
考
え
方
に
と
っ
て
か
わ
る
。
労
間
働
者
の
選
抜
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
(
た
と
え
ば
産
業
心
理
学
)
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
成
果
を

基
礎
に
し
た
許
価
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
。
」
さ
ら
に
オ

l
ト

メ

!

シ
z
y
労
働
で
は
「
ベ
ル

t
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
お
け
る
労
働
の
場
合
と
は
、

き
わ
め
て
対
照
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
活
動
は
人
間
と
機
械
と
の

聞
に
積
極
的
な
関
係
を
打
ち
立
て
る
の
を
ゆ
る
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
お
け
る
従
業
員
の
選
抜
に
あ
た
っ
て
は
、
知
能
、

人

第

号

プミ



活
発
さ
、
仕
事
へ
の
輿
酔
は
杏
定
的
に
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
自
動
的
な

工
場
で
は
、
ま
さ
に
己
れ
ら
の
特
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
選
抜
の
た
め
の
心
理
学
的
テ
ス
ト
で
は
、
『
楽
天
的
な
気
質
』
へ
の

要
求
が
ひ
と
つ
の
役
割
を
演
ず
る
と
し
で
も
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
刊
。
」

け
フ
き
ょ
〈
の
と
こ
ろ
「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
高
い
計
画
性
、
徹

密
性
、
指
導
性
を
も
っ
労
働
力
を
要
求
す
る
の
で
丸
山
ヤ
」

以
上
の
諾
資
質
は
、
い
ち
お
う
主
導
性
と
創
意
性
と
い
う
こ
と
で
も
っ

て
包
含
的
に
総
括
し
て
さ
し
っ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
メ
カ

ニ
ゼ

1
ジ
亘
ン
に
お
い
て
は
、
全
く
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
資
質
で
必
る
。

と
う
し
て
そ
れ
ら
の
諾
資
質
を
主
導
性
ま
た
は
積
極
性
と
い
い
、
創
意
性

ま
た
は
能
動
性
と
い
う
も
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
労
働
で
は
変
化
に
対
し

て
、
で
き
る
だ
け
弾
均
的
に
、
能
証
則
的
に
、
縦
横
に
対
処
し
う
る
労
働
者

が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

2

相
互
伝
達
と
交
際
よ
手

(HE212日
目

E
Z
E
5ロ
P
E
P
∞。。仏

国
民
向
)
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
伝
達
首
働
は
、
制
御
労
働
に
お
け
る
意

思
決
定
に
対
し
て
、
重
大
な
役
割
壱
演
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
工
場
内
に

お
い
て
は
、
個
々
の
労
働
者
は
外
見
上
孤
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

作
業
集
団
の
阿
部
で
あ
ろ
う
と
、
集
団
相
互
間
で
あ
ろ
う
と
、
個
々
人
の

あ
い
だ
に
は
、
驚
く
ほ
ど
ぼ
う
大
な
栢
互
伝
達
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

自
動
装
置
を
効
果
的
に
操
作
し
制
御
す
る
た
め
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、

保
守
労
働
者
や
技
師
・
技
術
者
や
実
験
要
員
と
の
間
に
あ
っ
て
、
絶
え
ず

口
頭
や
書
面
や
手
信
号
な
ど
で
情
報
や
指
図
を
交
換
す
る
の
で
あ
る
。
の

オ
1

}
メ
l
ショ
γ
と
直
接
的
生
産
労
働
者

み
な
ら
ず
オ
ペ
レ
ー
タ
は
、
容
易
に
同
僚
や
上
役
と
連
絡
し
て
、
自
分

の
考
え
を
相
手
に
理
解
さ
せ
る
と
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
ま
た
相
手
の

考
え
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
社
会

的
技
能
は
、
今
固
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
オ
ベ

v
I
タ
ー
が
「
交
際
上
手
」
で
あ
る
ζ

と
は
、
工
場
管
理
上
か
ら
も
重
大

な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
自
動
的
工
場
で
は
「
話
壱
し
な
い

こ
と
」
と
い
う
規
則
は
、
存
在
す
る
余
地
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
実
際
上
、
あ
る
限
界
の
内
部
で
は
話
合
い
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
良
い
の
で

あ
る
」
(
『
官
士
宮
目
。
目

E
T具、

5
E
Z
E
M
t
L
r
z
E
h
y

3

責
任
感
(
守
伊

ωE。EロEωEα
。且片

2的
4℃。
EロEmFEH

回

E丙ロM
凹官m
町哲。苫
E
)
に
対
す
吾
要
求
オ
l
ト
メ
l
シ
=
ン
で
は
、
ま
ず
第

一
に
機
械
設
備
が
巨
大
と
な
っ
て
一
労
働
者
当
り
の
投
資
額
は
不
断
に
増

大
す
る
傾
向
を
持
っ
て
布
り
、
第
一
一
に
、
そ
れ
と
と
も
に
、
労
働
者
の
作

業
領
域
も
全
生
産
過
程
で
占
め
る
割
合
を
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
の
で
あ
り
、

第
三
に
、
作
業
の
全
体
的
な
相
互
連
関
性
が
増
λ
す
る
か
ら
僅
か
な
間
違

い
で
も
非
常
に
高
価
に
つ
く
よ
う
に
な
る
な
ど
、
労
働
者
の
責
任
感
に
対

ハ
M
」

す
る
要
求
は
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
E
e
た
と
え
ば
自
動
車
工
業
で
は
、
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
労
働
者
は
機
械
の
す
ぐ
そ
ば
に
立
っ
て
い
て
変
調
や
故
障

を
真
先
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
機
械
設
備
や
生
産
量
が
大
き
い
ほ

ど
、
そ
れ
lr
平
行
し
て
莞
働
者
の
責
任
は
増
大
す
る
。
そ
れ
に
生
産
の
拍

節
時
間
が
飼
い
の
で
此
一
話
相
な
不
注
意
で
す
ら
、
企
系
列
の
シ
リ
ン
ダ
ー
プ

ロ
ヴ
ク
を
現
物
に
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
う
る
Q

ま
た
化
学
工
業
で
は
、
制

第
九
十
四
巻

九

第

号



オ
ー
ト
メ
1
ツ
z

j

と
直
接
的
生
産
労
働
者

御
室
の
オ
ベ

V
l
タ
ー
は
ど
ん
な
種
類
の
肉
体
労
働
も
お
こ
な
わ
な
い
が
、

広
大
な
製
造
領
域
を
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
い
っ
ぞ
う
重
大

な
責
任
感
を
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
対
す
る
責
任
感
の
要
求
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

意
味
内
容
を
梓
つ
。
第
一
に
、
責
任
感
が
あ
る
こ
と
(
同

g
H
E
S
M
Z
O
)。

思
慮
分
別
の
要
す
る
問
題
で
は
満
足
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
上
役

か
ら
た
び
た
び
作
業
を
停
止
さ
せ
ら
れ
る
必
要
の
な
い
こ
と
。
第
二
に
、

良
心
的
な
こ
と
公

S
R
E
E
E
E
)。
情
況
が
必
要
と
す
る
時
は
、
直
接

の
指
図
が
な
く
て
も
余
分
の
面
倒
を
見
た
り
、
注
意
を
お
こ
た
ら
由
用
意

が
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
信
頼
で
き
る
と

(
E
F
w
Eろ
。
間
違
い
を
し

で
か
し
た
り
、
指
図
を
忘
れ
た
り
、
重
要
な
指
示
を
見
落
し
た
り
し
な
い

こ
と
で
あ
っ
て
、
も
し
そ
う
で
な
い
と
、
指
定
さ
れ
た
義
務
の
不
履
行

に
立
る
の
で
あ
る
。
第
四
に
誠
実
な
こ
と
(
什

Z
E司
O
丘
町
一
ろ
。
上
役
に

対
す
る
報
告
が
正
直
か
つ
真
実
で
あ
り
、
ま
た
自
己
の
活
動
が
逆
の
結
果

を
も
た
ら
し
た
と
き
で
も
事
実
を
隠
蔽
し
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
諸
特
徴
は
か
な
ら
ず
し
も
一
人
で
こ
と
ご
と
く
具
備
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
し
て
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
諸
要

素
の
一
つ
以
と
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
い
う
と
、

低
級
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
誠
実
と
良
心
が
最
も
要
求
さ
れ
る
が
、
高
級
な

オ
バ

V

l
タ
ー
に
は
責
任
と
良
心
が
求
め
ら
れ
る
し
、
さ
ら
に
遠
隔
制
御

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
場
合
は
、
簡
単
な
間
違
で
も
克
害
を
起
す
の
で
、
信
頼

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
く
に
突
代
労
働
の
場
合
、
少
数

第
九
十
四
巻

国
O 

/、
四

第
二
号

の
技
術
者
し
か
い
な
い
夕
方
正
夜
間
の
交
代
に
は
、
オ
ベ
レ
l
タ
l
に
対

し
て
、
よ
り
重
い
責
任
が
か
か
抗
日
こ
う
し
て
オ
ー
ト
メ

l
シ
ョ
シ
労
働

の
精
神
的
緊
張
は
、
一
般
に
あ
ま
り
に
も
大
き
な
責
任
を
負
う
こ
と
か
ら

き
て
い
る
と
さ
え
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
も
し
作
業
員
に
し
て
こ
の
責

任
を
自
覚
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
全
作
業
工
程
が
ス
ト
て
フ
し
て
し
ま
う

己
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
ね
如

4

基
礎
知
識
ま
た
は
一
般
教
養

(Enw唱
。

E
。
E
。
i
a問。、

包
円
向
。
目
白
理
由
民
仏
国
ロ
明
司
空
白
ロ
色
目
。

Z
E
〉

E
E
E同
国
間
)
自
動
制

御
は
労
働
者
が
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
技
能
の
質
を
、
新
し
い

高
い
水
準
へ
引
き
上
げ
た
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
生
産
が
自
動
装

置
と
逮
隔
監
視
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
は
機

械
設
備
の
構
造
や
労
働
対
象
の
変
化
に
関
し
て
、
精
確
に
理
解
で
き
る
完

壁
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
オ
A

レ
1
タ
ー
の
労
働

内
容
は
、
綜
合
的
変
数
の
多
い
知
性
的
な
活
動
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
一
人

前
に
こ
な
す
た
め
に
は
カ
ン
や
コ
ツ
と
か
、
手
先
の
器
用
さ
と
か
、
年
功

や
経
験
と
か
を
基
礎
と
し
た
い
い
わ
ゆ
る
熟
練
で
は
も
は
や
設
に
立
た
な
く

な
っ
た
。
高
度
に
熟
練
し
た
長
年
の
職
務
経
験
も
、
今
日
で
は
時
代
遅
れ

に
な
っ
た
の
で

b
向
。
計
器
類
の
発
達
や
自
動
制
御
の
体
系
は
、
労
働
者

に
対
し
て
、
熟
練
の
代
り
に
基
礎
知
識
壱
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ

ー
ト
メ

l
v
z
ン
苦
働
は
充
分
な
一
般
教
養
を
も
ち
、
技
術
的
・
理
論
的

な
基
礎
教
育
壱
F

つ
け
た
岩
年
労
働
者
に
と
っ
て
有
利
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
オ

I
ト
メ
l
シ
ョ
ン
労
働
の
習
得
で
は
、
基
礎
知
識
の
有
無
が



決
定
的
な
要
因
と
な
る
。
タ
l
グ
ベ
ル
カ
ー
に
よ
る
と
、
数
名
の
工
科
大

学
教
授
の
意
見
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
は
、
普
通
高
校
の
方
が
理
解
能
力

や
一
般
教
義
の
点
で
実
業
高
校
よ
り
も
優
れ
て
お
り
、
よ
り
好
ま
し
い
ト
こ

と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
普
通
高
校
出
身
者
は
実
業
高
校
と
比
較
し
て
、

学
校
で
学
ば
な
か
っ
た
技
術
や
実
習
は
つ
二
学
期
聞
の
経
過
で
も
コ
て
、

容
易
に
埋
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
在
学
中

山
ハ

η〉

に
思
考
能
力
が
充
分
に
訓
練
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
基
礎
知
識
ま
た

は
一
般
教
養
が
あ
る
場
合
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
労
働
は
あ
る
握
度
の
習

熟
し
か
要
求
し
な
い
の
で
、
比
較
的
短
期
聞
の
簡
単
な
練
習
だ
吋
で
足
り

ハ
mv

る
の
で
あ
る
。
オ

I
ト
メ

l
y
z
y
は
従
来
の
狭
臨
な
専
門
化
的
傾
向
に

根
本
的
な
終
止
待
を
フ
ち
、
専
門
主
義
と
断
絶
し
て
、
原
理
的
な
一
般
問

(
M
)
 

題
の
重
要
性
を
増
大
せ
し
め
た
。
要
す
る
に
「
新
し
い
種
類
の
生
産
方
法

で
労
働
す
る
に
は
、
責
任
、
熱
庶
、
知
識
を
ま
す
ま
す
増
大
さ
せ
な
け
れ

〔
)

ば
な
ら
立
い
。
」

以
上
で
述
べ
た
労
働
者
の
新
し
い
特
色
と
資
質
は
、
従
来
の
よ
う
な
熟

練
と
か
半
熟
練
と
か
非
熟
練
と
か
の
カ
テ
ゴ
リ
で
は
、
と
う
て
い
捉
え

る
と
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
札
は
い
わ
ば
知
能
工
(
〉
品
。

同

o
z
z
m
q百
戸
宮
内
}
骨
円

E
t
-
-
M
m
g
z
v
F
E
Zる
と
で
も
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。

ω

由
。
可
目
。
E
F
g
s
z
σ
2
P
〉
ロ
Z
E
E
E
D
自
己

ω目白
F
M
1
b
G

h
a
a
E旬
。
、
罫
偽
為
抽
苫

6
3
2
3
』

E
b語
、
。
¥
旬
。
円
NEENaan明白。
sah

h旦
室
内
於
〉
E
O
B凶
作

E
P
冨
白
n
F
E
E』
沼
田
∞
邦
訳
「
日
米
ア
ォ

l

オ
ー
ト
メ
l
シ
ョ
ソ
と
直
接
的
牛
産
労
働
者

ラ
ム
」
一
九
六
二
年
一

O
月
号
四
五
頁
。

ω

冨
R
E
m
国
間
宮
田

q
・
同
区
EHUEmnFα

〉

E
o
E
。E
ロロ
ιc且ロ
m-

与
句
、
島
町
ぬ
吾
、
入
品
五
2
E句"。
F
同
日
何
回
・

4
司
'
N
H
E自
耳
目

S
F

H
C

旬。-ω
・切∞

川

W
H
M
同戸。
σ巴
-
R
N
R
N
O
-
印

HNO

ω

ω

F

d〈。
-FOE-
柚

E
F
同

u
'
E
邦
訳
四
六
頁
。

同

S
R
J
司
自
邦
訳
同
頁
。

同

N
E
a
-
H
U
S
邦
訳
周
頁
。

肘
司
口
且
ロ
nv
可
。
=
。
n
w
-
bきさ
b
R
2・
旨
正
、
一
コ
急
車

NS、
凶
。
一
雪
国

ま
宮
若
丸
町
、

ob言
。
3
5忌
皇
室
札

E
s
t
s
o
h
d
屯
富
司

E
U
0・由

巳
∞
日
本
生
産
性
本
部
訳
「
オ
メ
シ
ョ
ソ
の
社
会
学
」
一
二
三
・
買
。

川

W
Q
Q
G岨

ω
-
E
m
邦
訳
同
頁
。

ω
小
林
寛
編
訳
前
掲
喜
一
九
四
頁
。

刷
出
可
可
。
】
】
o
n
w
-
R
N
R
N
G
-
ω
H
O
O
-
邦
訳
九
七
J

九
八
頁
D

帥
石
井
金
之
助
前
揖
論
文
六
一
買
。

MW
切
-
F
君
。
]
B
E
F
志
向
子
。
・

E
邦
訳
四
七
頁
。

帥

恒

国

司

巧

n
E
E自
E
-
N
Z
a
・
HV
目
白

叫
口
時
・
同
色
項
目
品
切

ω
E
F
K
A呈
S
S
E
S
a
a
a
R刷
、
お
札
民
民
主
丘
町
見
向

見守拍

S
F
H
唱。一Y
U
N
H
A
m

同

呂

田

凶

目

B
2
・
a
n
-
-
印

包
J
S

帥
閉
MMNMmげ
巳

-RN-mMq
・
ω
口
H

MW
開

同

司

司

口

3
E
自
自
L
Z
F
P
田
岡

崎

s
t
-
O
H
M
-

帥
司
唱
。
=
。
owヨ
G
a
o
-
印

匡

寸

J
Z
∞
邦
訳
二
三
一
頁
。
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オ
ー
ト
メ
l
シ
ヨ
ゾ
と
直
接
的
生
産
骨
働
者

同
小
林
勇
嗣
訳
前
掲
書
九
一
頁
ロ

M
W

小
林
再
編
訳
前
掲
書
一
ー
ん
五
頁
。

同

刷

出

J
『
凶
閃
羽
町
吋

w
o
p
Q
R
N
O
沼
田

H

目

的
小
林
勇
編
訳
詞
掲
書
一
九
二
頁
。

刷

出

E
H
E刷
唱
。
吋
W
O
M
-
-
R
N
R
N
p
u
p
z
∞・

伺

R
N
Q
・
0
4
的

T
v
c
・

熟
練
工
の
解
体

オ
ー
ト
メ
l
シ
三
シ
の
要
求
す
る
労
働
内
容
と
労
働
資
質
と
の
変
化
は
、

同
時
に
必
然
的
に
熟
練
工

(
P
E
r
H
Z
ユ2
-
ハ
同

2
m
o
m
o
V
E
E
o
k
r
H
i

〔註〕

げ
宮
古
同
)
そ
の
も
の
を
も
傍
体
し
追
放
に
導
〈
。

〔
註
〕
熟
練
工
の
解
体
と
関
連
し
て
オ
ー
ト
メ
シ
ョ

γ
と
労
働
者
構
成
の
霊
化

を
み
る
と
、
統
計
止
で
は
オ
l
ト
メ
!
シ
ヨ
ソ
化
の
発
展
に
と
も
な
い
非
熟
練

工
お
よ
び
半
熟
練
工
は
減
少
し
て
い
る
功
、
熟
練
工
は
増
大
の
傾
向
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
非
熟
練
工
の
駆
逐
は
、
す
で
に
一
九
二

0
年
代

に
お
け
る
大
量
生
産
方
式
の
採
用
の
も
と
で
、
日
う
大
な
非
熟
練
工
を
半
熟
練

工
に
置
き
換
え
る
と
い
う
形
で
配
っ
て
い
る
a

第
二
に
、
オ
ー
ト
メ
l
シ
g

ン

化
は
こ
う
し
た
非
熟
練
工
の
駆
濯
を
い
ヮ
そ
う
捉
進
す
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ

は
、
直
接
的
に
は
、
大
量
主
産
方
式
の
も
と
で
増
大
し
た
半
熟
練
工
を
自
動
制

抑
装
置
に
置
き
換
え
る
と
い
う
形
で
進
行
す
る
と
い
ヲ
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
と
く
に
オ
ー
ト
メ
シ
a

ソ
化
の
急
速
に
す
す
ん
だ
一
九
丘

0

年
代
以
降
に
お
け
る
半
熟
帥
工
の
減
少
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
第
三
に
オ

第
九
十
四
巻

四

第
二
号

〆、
，、

ー
ト
メ
!
シ
ョ
ン
化
と
関
連
し
て
、
こ
こ
で
、
と
り
わ
け
執
綜
工
の
解
体
を
問
題

と
す
る
の
は
、
統
計
上
か
ら
は
非
熟
蹄
工
お
よ
び
半
熟
練
工
の
減
少
が
明
白
に

読
み
と
れ
る
が
、
熟
髄
工
の
場
合
そ
れ
と
反
対
に
増
大
の
傾
向
が
一
市
さ
れ
て
い

て
、
表
面
的
に
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
た
か
も
熟
練
工
の
増
大
を
要
求
す

る
か
の
よ
う
に
み
え
る
か
ら
で
あ
る
〔
「
オ
l
ト
メ

1
シ
ヨ
ソ
と
労
働
者
構
成

の
変
化
」
に
つ
い
て
は
、
他
日
、
別
稿
に
お
い
て
許
述
し
よ
う
と
思
う
)
。

〔

1
〕
解
体
の
実
例
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ポ
ス
ト
誌
に
掲
載
さ
れ
た
フ

ォ
ー
ド
会
社
の
一
熟
練
工
λ
タ
Y
レ
l

タ
イ
ラ
ァ
グ
(
印

F
E
4
叶

a

F
n
w
)
に
関
す
る
報
告
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
オ

1
ト
メ
l
シ

2

ン
の
導
入
と
と
も
に
、
現
在
の
職
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
労
働
者
が

い
る
。
た
と
え
ば
、
ス
タ
ン
レ
l
・
タ
イ
フ
v
ク
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

タ
イ
ラ
ッ
ク
は
六
一
歳
で
あ
る
が
、
二
七
段
か
ら
フ
ォ
ー
ド
会
社
に
つ
と

め
て
い
る
熟
練
エ
で
あ
っ
た
。
彼
は
り
パ
・
ル
ー
ジ
ュ
鋳
物
機
械
工
場

か
ら
新
設
の
オ

I
ト
メ
l
シ
ヨ
ン
化
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
土
場
に
配
置
転
換

を
さ
れ
た
。
彼
は
あ
る
巨
大
な
新
し
い
自
動
機
械
に
つ
い
て
働
く
機
会
を

与
え
ら
れ
た
。
彼
は
そ
の
こ
と
に
ヲ
い
て
率
直
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
ロ
新
し
く
配
置
さ
れ
た
機
械
に
は
、
運
転
用
の
約
八

O
の
ド
リ
ル
が
つ

い
て
い
て
、
二
二
の
プ
ロ

y

グ
が
そ
の
な
か
壱
通
過
す
る
。
そ
れ
は
、
休

む
間
も
な
く
注
意
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
ヲ
た
。
ほ
ん
の
数
分
間
ご

と
に
、
万
事
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
点
検
す
る
た
め
に
見
張

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
機
械
に
は
、
や
た
ら
に

ラ

イ

干

多
く
の
信
号
灯
と
ス
イ
ッ
チ
が
つ
い
て
い
た
。
信
Fιv
灯
は
お
よ
そ
九

O
も



あ
っ
た
。
そ
れ
は
た
し
か
に
、
考
え
た
だ
け
で
も
頭
に
く
る
ほ
ど
の
も
の

で
あ
っ
た
。
も
し
も
機
械
に
故
障
で
も
あ
る
と
、
ラ
イ

y
全
体
が
と
ま
っ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
い
つ
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
ま
ち
が
い
を
や
ら
か
す

と
、
そ
れ
は
、
自
分
に
も
、
職
長
に
も
会
社
に
も
、
労
働
組
合
に
も
よ

く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
械
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
ス

タ
γ
レ
1
・
タ
イ
ラ
ッ
ク
は
、
そ
の
職
場
に
い
る
こ
と
が
で
き
ず
他
の
職

場
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ぞ
れ
は
、
よ
り
低
い
賃
金
し
か
え

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
フ
た
。
」

〔

2
〕
労
働
者
の
格
下
げ
論
熟
醜
技
能
の
分
解
は
す
で
に
、
メ
カ

ニ
ゼ

I
シ
a
ン
の
段
階
で
も
お
こ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
工
程
分
析
や
動

作
研
究
に
よ
っ

t
、
作
業
を
標
準
化
し
簡
単
化
す
が
と
い
う
方
向
で
進
め

ら
れ
、
複
雑
労
働
を
単
純
労
働
に
分
解
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

熟
練
工
に
対

L
工
非
熟
錬
工
が
と
っ
て
代
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ォ
l
ト

メ
l
シ
ョ
ン
に
お
け
る
熟
練
工
の
解
体
は
複
雑
労
働
が
単
純
労
働
に
と
っ

て
代
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
熟
練
工
そ
の
も
の
が
生
産

過
程
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
オ
i
ト
メ
シ
ョ

ン
に
お
け
る
労
働
者
の
格
下
げ
論
は
、
熱
練
エ
の
追
放
を
表
現
す
る
も
の

で
あ
り
、
労
働
者
の
格
上
げ
論
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
労
働
者
の
就
業
を

表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
熟
練
と
か
非
熟
練
と
か
の
基
準
で
は
律

し
得
な
い
、
次
元
の
異
な
る
、
新
し
い
労
働
者
が
と
っ
て
代
る
こ
と
を
意

味
す
る
ロ
「
こ
ん
に
ち
工
業
界
で
は
熟
練
技
能
の
再
定
義
は
ず
っ
と
遅
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
J

非
熟
練
』
『
半
熟
練
』
お
よ
び
『
熟
練
』
と
い
、

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
直
接
的
生
産
品
労
働
者

う
労
働
者
の
分
類
概
念
は
、
ま
さ
し
〈
静
態
的
中
世
ギ
ル
ド
社
会
か
ら
継

承
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
急
速
に
変
化
し
て
い
る
動
態
的
工
業
社
会
に

お
い
て
、
今
日
で
も
こ
の
分
類
は
必
要
を
充
た
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
予
い
ま
や
主
さ
に
、
あ
る
技
術
時
代
の
技
能
が
死
滅
し
て
新
し
い
時

代
の
技
能
が
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
高
度
に
オ

l
ト
メ

l
y
ョ
y

化
し
た
生
産
で
は
、
『
保
守
要
回
目
巳
・
『
設
計
者
』
お
よ
び
『
自
動
装
置
管

理
者
』
な
ど
の
も
つ
広
い
基
礎
知
識
を
も
包
含
す
る
新
し
い
概
念
が
必
要

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
己

己
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
労
協
者
の
格
下
げ
と
労
働
の
格
下
げ
と

を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
熟

練
工
を
追
放
す
る
己
と
に
よ
っ
て
そ
の
労
働
者
を
格
下
げ
す
る
の

C
あ
る

が
、
ぞ
れ
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
が
労
働
の
格
下
げ
を
意
味
す
る
の
で
は

な
く
逆
に
、
労
働
が
質
的
に
格
土
げ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
結
果
に
す

ぎ
な
い
。

さ
ら
に
、
一
般
に
中
高
年
工
の
駆
逐
と
い
う
と
と
は
、
こ
の
熟
練
工
の

解
体
と
駆
逐
と
い
う
事
実
か
ら
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
根

拠
は
オ
1
ト
メ
l
シ
ョ
ン
に
お
け
る
労
働
内
容
の
中
に
求
め
ら
れ
る
。

「
成
年
労
働
者
は
社
会
的
、
心
理
学
的
に
亘
大
な
衝
撃
を
感
じ
て
い
る
。

職
業
構
造
と
技
能
構
造
に
お
け
る
変
化
は
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
安
定

を
積
え
し
て
混
乱
に
向
わ
し
め
る
の
で
あ
る
己
現
に
熟
練
工
が
オ
l
ト

メ
l
ジ
ョ
ン
化
し
た
工
場
に
就
業
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
使
わ

れ
な
い
の
で
再
訓
練
ま
た
は
再
教
育
を
お
よ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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四
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才
ト
メ
シ
ヨ

γ
と
甫
接
的
生
産
労
働
者

ω
』
怠
苫
議

a
E輸
相
量
h
p
o
p吉
守
宮

Z
』
♀
bs官
w

呂
田
-
M
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邑
M

邦
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一
四
六
宜
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〈
色
町

pu口
Q
n
w
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Q
R
N
0
・
ω
・
E
N
J
N
E

邦
訳
二

三
六
J
二
二
七
頁
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W

P

ル
サ
他
著
、
山
城
涌
回
訳
「
オ
l
ト
メ

l
γ
z
ン
企
業
の
展
望
」
一

O
八

1
一
O
九
直
参
照
。

ω
阿
国
・
凹

E
F
芭
止
~
℃
凶
呂

川山"。一摘、
-
M
V
N
O一
『

四

知
能
工
の
技
術
教
育

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
普
通
は
高
校
程
度
の
基
礎
知
識
が
あ
る
と
比
較
的

短
期
間
の
教
育
と
実
習
に
よ
っ
て
就
業
で
き
る
が
、
高
度
な
J

制
御
労
働
で

は
大
学
出
の
府
宇
佐
必
要
と
す
る
。
こ
こ
で
L
A

ベ
レ

1
タ
ー
を
知
能
工
と

よ
ぶ
の
は
、
も
ち
ろ
ん
何
ら
の
按
能
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
打
し
ろ
逆
に
、
基
礎
知
識
に
さ
さ
え
ら
れ
た
高
度
の
技
能
寺
必
要

と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
基
礎
知
識
に
欠
け
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら

の
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
が
不
訂
能
だ
と
い
う
こ
と
守
意
味
す
る
。
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
労
働
で
は
、
指
先
の
感
覚
で
処
理
で
き
る
問
題
が
少
な
く

な
り
、
精
確
な
科
定
的
な
熟
臆
が
ま
す
ま
す
多
く
必
要
L

ど
さ
れ
る
の
で
あ

る。
労
働
技
能
の
習
得
で
は
、
た
と
え
ば
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
労
働
に
お
け
る

運
転
、
調
節
、
付
添
、
監
視
、
連
絡
な
ど
と
い
っ
て
も
、
労
働
者
は
実
際

上
、
製
品
の
検
査
係
や
機
械
装
置
の
整
備
員
や
修
結
員
が
や
る
機
能
の
か

な
り
の
部
分
を
、
引
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
労
働
者

第
九
十
四
巻

第
二
号

/、
ノ、

四
回

の
技
術
的
な
知
識
と
能
力
は
、
一
部
は
有
能
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
接
触

や
整
備
員
や
技
術
員
と
の
共
働

(
N
E
P
E
E
σ
回
目
げ

2
3
に
よ
り
、
一
部

は
講
習
や
夜
学
な
ど
の
補
習
教
育

F
H
O
V
括
P
ロ
四
)
忙
よ
ヮ
て
習
得
さ
れ

九
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
多
数
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
労
働
者
位
、

撹
乱
を
除
去
し
故
障
を
修
繕
す
る
た
め
に
整
備
員
や
修
繕
員
の
手
伝
い
を

し
な
が
ら
、
そ
の
同
の
緊
密
な
接
触
と
協
力
か
ら
知
識
を
獲
得
し
て
、
撹

乱
箇
所
壱
局
限
す
る
と
か
、
正
し
い
修
繕
箇
所
を
は
じ
め
か
ら
正
確
に
報

告
す
ろ
と
か
の
能
力
壱
養
う
の
で
あ
お
。
し
か
し
な
が
ら
「
費
用
の
か
か

る
故
障
は
た
い
て
い
の
場
合
、
オ
へ
レ
l
タ
!
の
不
適
当
な
訓
練
に
起
因

す
刷
。
」
技
術
的
な
知
識
は
、
単
に
経
験
だ
け
で
は
獲
得
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
体
系
的
で
科
学
的
な
職
業
教
育
と
補
習
教
育
の

必
要
性
は
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
の
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
、
稿
苦
あ
ら
た
め
て
整
備
員
や
修
繕
員
な
ど
の
間
接
的
生

産
労
働
者
に
関
す
右
考
察
を
し
よ
う
と
思
う
。
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刷
回
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吋
車
問
者
司
F
Z
F
R
R
0
・印・
5
叶

〔
付
註
〕
引
用
旬
。
訳
士
は
既
存
の
邦
訳
書
に
拘
泥
せ
ず
自
由
に
訳
出
し
た
箇

所
が
あ
る
。

(
一
九
六
回

二
五
〉


